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〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
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城
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称

所　
　

在　
　

地

認
定
年
月
日

認
定
の
有
効
期
限

栗
原
市
立
若
柳
病
院

栗
原
市
若
柳
字
川
北
原
畑
二
十

三
番
地
四

平
成
二
十
九
年
三
月
一

日

平
成
三
十
二
年
二
月
二

十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
一
号

　

宮
城
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
条
例
第
六
十
九
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
第

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
知
事
指
定
薬
物
の
指
定
が
効
力
を
失
う
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

失
効
す
る
知
事
指
定
薬
物
の
名
称

　

１ 　

化
学
名　

二

－

（
二

－

フ
ル
オ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）

－

三

－

メ
チ
ル
モ
ル
フ
ォ
リ
ン
及
び
そ
の
塩
類
（
通
称
名
：
２

－

Ｆ
Ｐ
Ｍ
）

　

２ 　

化
学
名　

Ｎ

－（
一

－

ア
ダ
マ
ン
チ
ル
）

－

一

－﹇（
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ

－

二
Ｈ

－

ピ
ラ
ン

－

四

－

イ
ル
）
メ
チ
ル
﹈

－

一
Ｈ

－

イ
ン
ダ
ゾ
ー
ル

－

三

－

カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
及
び
そ
の
塩
類
（
通
称
名
：
Ａ
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
ｙ
ｌ

－

Ｔ
Ｈ

Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
又
は
Ａ
Ｔ
Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ　

ｉ
ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
ｒ　

１
）

　

３ 　

化
学
名　

Ｎ

－（
二

－

ア
ダ
マ
ン
チ
ル
）

－

一

－﹇（
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ

－

二
Ｈ

－

ピ
ラ
ン

－

四

－

イ
ル
）
メ
チ
ル
﹈

－

一
Ｈ

－

イ
ン
ダ
ゾ
ー
ル

－

三

－

カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
及
び
そ
の
塩
類
（
通
称
名
：
Ａ
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
ｙ
ｌ

－

Ｔ
Ｈ

Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ　

２

－

ａ
ｄ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
ｙ
ｌ　

ｉ
ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
ｒ
又
は
Ａ
Ｔ
Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ　

ｉ
ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
ｒ

　

２
）

二　

失
効
の
理
由

　
　

当
該
知
事
指
定
薬
物
が
、
条
例
第
二
条
第
六
号
に
掲
げ
る
薬
物
に
指
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
た
め

三　

指
定
の
効
力
が
失
わ
れ
る
日　

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
六
日

〇
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城
県
告
示
第
百
九
十
二
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森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。
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平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
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井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　
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安
林
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茂
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防
備
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施
業
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件
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木
の
伐
採
の
方
法
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次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

字
生
出
森
東
一
の
七
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　

㈡　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

㈢ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈣　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
仙
台
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
三
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　

 　

大
崎
市
岩
出
山
字
大
学
町
六
、
八
、
一
一
か
ら
一
三
ま
で
、
一
五
、
一
七
の
二
、
二
四
、
二
五
の
一
、
二
五
の
二
、

字
下
金
沢
三
六
九
の
一
、
三
六
九
の
二
、
岩
出
山
南
沢
字
松
崎
東
一
四
の
五
、
一
四
の
九
、
二
五
の
一
、
二
五
の
二
、

二
五
の
四
、
二
五
の
六

二　

指
定
の
目
的

　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。　

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
大
崎
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

登
米
市
東
和
町
米
川
字
東
綱
木
三
八
二
の
二
一

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。　

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
登
米
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
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宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　

 　

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
前
川
字
六
方
山
一
八
の
二
七
、
一
八
の
四
〇
、
一
八
の
四
一
、
一
八
の
四
二
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。　

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
川
崎
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

大
崎
市
鹿
島
台
深
谷
字
堀
籠
二
〇
の
二

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

風
害
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

 　

大
崎
市
鹿
島
台
大
迫
字
瀧
沢
三
八
か
ら
四
九
ま
で
、
鹿
島
台
広
長
字
念
仏
壇
四
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）、
字
桂
沢
一
番
一
の
一
、
一
の
二
、
二
、
三
の
一
、
字
鳥
屋
場
三
、
三
の
一
か
ら
三
の
三
ま
で
、
三
の
七
、

四
、
四
の
一
、
五
か
ら
七
ま
で
、
八
の
一
、
八
の
二
、
八
の
四
、
一
一
、
字
中
道
西
二
六
、
二
六
の
一
か
ら
二
六

の
六
ま
で
、
字
赤
沢
入
五
、
九
、
一
二
、
一
六
の
一
か
ら
一
六
の
三
ま
で
、
字
権
兵
衛
鳥
屋
一
、
一
の
一
、
四
か

ら
六
ま
で
、
九
、
字
赤
入
道
一

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

干
害
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
大
崎
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

河
南
米
山
線

三　

道
路
の
区
域
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変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

登
米
市
豊
里
町
小
口
前
一
一
五
番
地
先
か
ら

同
市
豊
里
町
東
待
井
下
一
八
番
二
地
先
ま
で

前

一
一
・
八
〜

 

二
四
・
八

一
九
五
・
七

後

一
一
・
八
〜

 

二
九
・
六

一
九
五
・
七

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

河
南
米
山
線

登
米
市
豊
里
町
小
口
前
一
一
五
番
地
先
か
ら

同
市
豊
里
町
東
待
井
下
一
八
番
二
地
先
ま
で

平
成
二
十
九
年

 

三
月
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
九
十
九
号

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

川
平
の
１
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

 　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
号
を
結
ん

だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

　

仙
台
市
青
葉
区　
　

滝
道　
　
　
　
　

十
番
三
百
六
十
六　
　
　

一
号
及
び
二
号

　
　
　
　
　
　
　

十
番
三
百
十
四　
　
　
　

三
号

川
平
一
丁
目　
　

十
番
二
百
九
十
二　
　
　

四
号

　
　
　
　
　
　
　

十
番
二
百
九
十
四　
　
　

五
号

　
　
　
　
　
　
　

十
番
三
百　
　
　
　
　
　

六
号

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
号

　

塩
竈
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

　

２　

名
称　

塩
竈
市
海
岸
通
１
番
２
番
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
一
号

　

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
建
築
士
の
免
許
を

取
り
消
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

免
許
取
消
年
月
日

氏　
　

名

一
級
建
築
士
、
二

級
建
築
士
又
は
木

造
建
築
士
の
別

登
録
番
号

免
許
取
消
し
の
理
由

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

宗
形　

勝
義

二
級
建
築
士

第
千
九
百
五
十
五

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

小
丸　

一
朗

二
級
建
築
士

第
三
千
四
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

八
木　

和
也

二
級
建
築
士

第
三
千
百
五
十
三

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

岡
本　

広

二
級
建
築
士

第
三
千
百
六
十
九

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

小
山　

智

二
級
建
築
士

第
三
千
二
百
三
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

晴
佐
久　

功

二
級
建
築
士

第
三
千
二
百
七
十

六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

阿
部　

貢

二
級
建
築
士

第
三
千
二
百
九
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

目
黒　

芳
信

二
級
建
築
士

第
三
千
三
百
七
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め
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平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

沼
田　

昌
志

二
級
建
築
士

第
三
千
四
百
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

穀
田　

彰

二
級
建
築
士

第
三
千
四
百
三
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

渡
辺　

正
義

二
級
建
築
士

第
三
千
四
百
四
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

大
友　

秀
夫

二
級
建
築
士

第
三
千
四
百
六
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

佐
藤　

惣
二

二
級
建
築
士

第
三
千
四
百
九
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

斉
藤　

一
規

二
級
建
築
士

第
三
千
五
百
七
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

渡
辺　

武
志

二
級
建
築
士

第
三
千
八
百
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

早
坂　

信
也

二
級
建
築
士

第
三
千
八
百
九
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

柳
川　

清
志

二
級
建
築
士

第
三
千
九
百
八
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

五
十
嵐　

輔

二
級
建
築
士

第
四
千
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

佐
々
木　

和

夫

二
級
建
築
士

第
四
千
六
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

藤
村　

多
智

男

二
級
建
築
士

第
四
千
二
百
六
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

千
葉　

義
三

二
級
建
築
士

第
四
千
三
百
四
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

渡
部　

孝

二
級
建
築
士

第
四
千
三
百
八
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

千
葉　

貢

二
級
建
築
士

第
四
千
四
百
三
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

渡
辺　

勝
美

二
級
建
築
士

第
四
千
四
百
八
十

八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

高
橋　

己
矩

夫

二
級
建
築
士

第
四
千
五
百
二
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

阿
部　

賢
一

二
級
建
築
士

第
四
千
五
百
四
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

高
橋　

清

二
級
建
築
士

第
四
千
八
百
七
十

四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

小
林　

守

二
級
建
築
士

第
四
千
八
百
九
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

國
井　

貞
鋭

二
級
建
築
士

第
四
千
九
百
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

白
鳥　

恵
志

二
級
建
築
士

第
四
千
九
百
八
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

近
江　

光
雄

二
級
建
築
士

第
五
千
百
三
十
二

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

鈴
木　

鈴
男

二
級
建
築
士

第
五
千
百
五
十
一

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

佐
々
木　

善

治
郎

二
級
建
築
士

第
五
千
二
百
三
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

麻
喜　

正
直

二
級
建
築
士

第
五
千
三
百
四
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

三
浦　

章

二
級
建
築
士

第
五
千
四
百
五
十

八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

田
村　

剛
二

二
級
建
築
士

第
五
千
六
百
七
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

鈴
木　

忠
一

二
級
建
築
士

第
六
千
六
百
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

奥
山　

源
一

二
級
建
築
士

第
六
千
八
百
十
二

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

牧　

義
男

二
級
建
築
士

第
六
千
九
百
九
十

八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

鈴
木　

惣
治

郎

二
級
建
築
士

第
七
千
百
六
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

宮
田　

猪
一

郎

二
級
建
築
士

第
八
千
五
百
四
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

斎
藤　

直

二
級
建
築
士

第
八
千
九
百
三
十

四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

伊
藤　

忠
男

二
級
建
築
士

第
八
千
九
百
三
十

八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

武
河　

寛
藏

二
級
建
築
士

第
九
千
九
百
十
二

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

亀
川　

信
之

二
級
建
築
士

第
一
万
三
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
二
月
二

十
三
日

森　

登
喜
夫

二
級
建
築
士

第
一
万
八
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

公　
　
　

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
す
る
こ
と
を



第2838号　平成29年３月３日　金曜日 （6）宮　　城　　県　　公　　報

も
っ
て
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
次
の
開
発
区
域
（
工
区
）
に
係
る
公
共
施
設
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
公
共
施
設
が
存
す
る
開
発
区
域

（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

二　

工
事
を
完
了
し
た
公
共
施
設

三　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

気
仙
沼
市
長
磯
牧
通
百
四
十
三
番
、
百
四
十
四
番
一
、

百
四
十
四
番
二
、
百
四
十
五
番
、
百
四
十
六
番
、
百
四
十

七
番
一
、
百
四
十
七
番
二
、
百
四
十
八
番
、
百
四
十
九
番
、

百
五
十
五
番
、
百
六
十
七
番
、
同
長
磯
中
原
百
七
十
六
番
、

百
七
十
七
番
、
百
七
十
八
番
一
、
百
七
十
八
番
二
、
百
七

十
九
番
、
百
八
十
番
一
、
百
八
十
番
二
、
百
八
十
一
番
一
、

百
八
十
一
番
二
、
百
八
十
二
番
一
、
百
八
十
二
番
二
、
二

百
十
二
番
、
二
百
四
十
一
番
、
同
長
磯
二
本
松
九
十
番
の

各
一
部

　

道
路

 

宮
城
県　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
十
九
号

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

　
　
　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

別
表
第
一
医
療
法
人
海
邦
会
鹿
島
記
念
病
院
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

石
巻
市
立
病
院 

同　

市
穀
町
一
五
番
一
号　
　
　
　
　

　

別
表
第
二
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ち
ょ
う
の
里
ユ
ニ
ッ
ト
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

社
会
福
祉
法
人
Ｋ
Ｔ
Ｋ
福
祉
会
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ル
グ
ネ
ッ
ト
岩
ヶ
崎

 

同　

市
栗
駒
岩
ヶ
崎
下
川
原
一
九
番
地

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
二
十
九
号

　

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
百
二
条
及
び
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府

令
第
六
十
号
）
第
二
十
九
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
く
臨
時
適
性
検
査
医
師
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日

 

宮
城
県
公
安
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

相　
　

澤　
　

博　
　

彦　
　
　

病　
　

気　
　

等

住　
　
　
　
　

所

氏　
　

名

認
知
症

白
石
市
大
鷹
沢
三
沢
字
中
山
七
十
四

－

十

本　

多　
　
　

修

認
知
症

仙
台
市
泉
区
松
森
字
下
町
八

－

一

山　

崎　

英　

樹

収
用
委
員
会

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
11号

　
平
成
28年
12月
12日
付
け
で
当
委
員
会
が
行
っ
た
仙
塩
広
域
都
市
計
画
墓
園
事
業
１
号
名
取
市
民
墓
地
公
園
（
宮
城

県
名
取
市
小
塚
原
字
西
土
手
外
，
同
字
中
島
及
び
同
字
大
南
）
に
係
る
裁
決
手
続
開
始
決
定
に
つ
い
て
，
下
記
の
と
お

り
更
正
す
る
。

　
　
平
成
29年
３
月
３
日

 
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
土
地
所
有
者
の
住
所
変
更

更
正
の
対
象

正
誤

別
紙
の
う
ち

所
有
者
番
号
52の
住

所
欄

広
島
県
呉
市
広
古
新
開
７
丁
目
39番
９
－

108号
広
島
県
呉
市
広
古
新
開
７
丁
目
５
番
55－

108号

別
紙
の
う
ち

所
有
者
番
号
124の

住
所
欄

宮
城
県
名
取
市
飯
野
坂
一
丁
目
５
番
19－

３
号

宮
城
県
名
取
市
飯
野
坂
一
丁
目
６
番
８
－

203号
　
ホ
ー
プ
シ
テ
ィ
名
取

別
紙
の
う
ち

所
有
者
番
号
154の

住
所
欄

宮
城
県
名
取
市
手
倉
田
字
箱
塚
屋
敷
３
番

地
の
２
　
22号
棟
４
号

宮
城
県
名
取
市
手
倉
田
字
箱
塚
屋
敷
３
－

２
　
22号
棟
４
号

た
だ
し
，
住
民
票
の
住
所

宮
城
県
名
取
市
小
塚
原
字
小
原
66番
地

別
紙
の
う
ち

所
有
者
番
号
190の

住
所
欄

宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
中
田
７
丁
目
23番

７
号
　
そ
ん
ぽ
の
家
仙
台
中
田

宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
中
田
７
丁
目
23番

７
号
　
ア
ミ
ー
ユ
仙
台
中
田
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別
紙
の
う
ち

所
有
者
番
号
264の

住
所
欄

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
仁
戸
名
町
540番

地
６
　
サ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
105号

愛
知
県
一
宮
市
大
和
町
妙
興
寺
字
北
浦
宮

地
2811番

地
３

Ｎ
ｏ
ｖ
ａ
　
Ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ
103号

別
紙
の
う
ち

所
有
者
番
号
329の

住
所
欄

神
奈
川
県
海
老
名
市
杉
久
保
北
四
丁
目
３

番
４
－
101号

神
奈
川
県
海
老
名
市
杉
久
保
北
四
丁
目
３

番
４
－
302号

別
紙
の
う
ち

所
有
者
番
号
390の

住
所
欄

東
京
都
国
立
市
谷
保
７
丁
目
１
番
地
の
25
東
京
都
国
立
市
谷
保
535番

地
の
５

別
紙
の
う
ち

所
有
者
番
号
414の

住
所
欄

大
阪
府
豊
中
市
新
千
里
北
町
３
丁
目
１
番

10－
403号

大
阪
府
豊
中
市
新
千
里
北
町
３
町
目
１
番

10－
403号

２
　
土
地
所
有
者
の
削
除

　
 　
別
紙
の
う
ち
所
有
者
番
号
253の

引
地
テ
ル
子
に
つ
い
て
，
平
成
28年
10月
12日

に
死
亡
し
て
い
た
た
め
土
地
所

有
者
か
ら
削
除
す
る
。

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
12号

　
仙
塩
広
域
都
市
計
画
名
取
市
民
墓
地
公
園
事
件
に
つ
い
て
，
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第
219号

）
第
66条

第

３
項
の
規
定
に
よ
り
送
達
す
べ
き
次
の
書
類
は
，
当
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
保
管
し
て
あ
る
の
で
，
出
頭
の
上
そ
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
平
成
29年
３
月
３
日

 
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
通
知
す
べ
き
書
類

　
　
平
成
29年
２
月
24日
付
け
宮
収
号
外
通
知
文

　
　
平
成
29年
２
月
20日
付
け
権
利
取
得
裁
決
書
及
び
明
渡
裁
決
書

２
　
通
知
を
受
け
る
べ
き
者

　
　
引
地
　
幸
吉
　
住
所
・
常
居
所
不
明
　
た
だ
し
，
住
民
票
の
住
所
「
宮
城
県
名
取
市
小
塚
原
字
小
原
68番
地
」

　
　
奥
山
　
直
治
　
住
所
・
常
居
所
不
明
　
た
だ
し
，
住
民
票
の
住
所
「
宮
城
県
名
取
市
小
塚
原
字
寺
田
75番
地
の
４
」

　
　
引
地
　
　
登
　
住
所
・
常
居
所
不
明
　
た
だ
し
，
住
民
票
の
住
所
「
宮
城
県
名
取
市
牛
野
字
松
浦
159番

地
の
１
」

　
　
新
海
　
真
樹
　
 住
所
・
常
居
所
不
明
　
た
だ
し
，
住
民
票
の
住
所
「
愛
知
県
名
古
屋
市
昭
和
区
広
路
町
字
松
風
園

68番
地
の
７
（
松
風
園
ハ
ウ
ス
Ａ
－
703号

）」

　
　
森
　
　
豊
弘
　
住
所
・
常
居
所
不
明
　
た
だ
し
，
住
民
票
の
住
所
「
宮
城
県
名
取
市
閖
上
七
丁
目
３
番
32号
」

　
　
齋
藤
　
敏
光
　
住
所
・
常
居
所
不
明
　
た
だ
し
，
本
籍
「
神
奈
川
県
大
和
市
南
林
間
六
丁
目
3691番

地
」

　
　

逺
藤
善
五
郎
　
住
所
・
常
居
所
不
明
　
た
だ
し
，
登
記
簿
上
の
住
所
「
名
取
郡
東
多
賀
村
小
塚
原
50番
地
」


